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加硫促進剤の貯 蔵 安 定 性

（ジチオカルバミン酸塩系について）

ゴム製品を製造する場合，加硫促進剤はゴムの加工性 卜2) において紹介した．

及び最終ゴム製品の物理的性能に最も影櫛を及ぼすもの 今回は，ジチオカルバミン酸塩系加硫促進剤の貯蔵安

であり，使用する加硫促進剤の品質については充分な注 定性について紹介する．

意が払われている． 供試加硫促進剤を40℃で 3カ月間及び 6カ月間貯蔵し

加硫促進剤の中には長期間貯蔵後に変質するものもあ た後の融点及び分解点を表 lに示した．

るため，長期間貯蔵した加硫促進剤を使用するに当たっ 貯蔵後の融点及び分解点の変化は， TTFEのみ若干認

ては，外観，臭気，灰分及び融点変化に注意する必要が められたが，ほかの加硫促進剤については，変化は認め

ある． られなかったまた，貯蔵後の外観変化については，ぃ

加硫促進剤（スルフェンアミド系，チウラム系，ジチオ ずれの加硫促進剤も変化は認められなかった．

カルバミン酸塩系，チアゾール系）の貯蔵安定性の目安と 次に，貯蔵した加硫促進剤(40℃X 6カ月間）につい

なる熱安定性のデータ（重量・融点変化，形状・色状変化 て，実際にゴム配合を行い，ムーニースコーチ試験（表

など）については，既に NOC誌1) において紹介した. 2), レオメータ試験（図 I)'引張試験（表 3)を行った・貯

また，スルフェンアミド系のノクセラー CZ,MSAの融 蔵後の加硫促進剤と貯蔵前の加硫促進剤間においては，

点が，スコーチ安定性に影響することを NOC技術ノー 加硫性能に全く差は認められなかった。

実 験

1. 加硫促進剤の貯蔵安定性について

1. 1 加硫促進剤貯蔵後*lの融点変化

加硫促進剤試料*・

PZ (Zinc dimethyldithiocarbamate) 

BZ (Zinc di-n-butyldithiocarbamate) 

PX (Zinc ethylphenyldithiocarbamate) 

ZP (Zinc N-pentamethylenedithiocarbamate) 

TTCU (Copper dimethyldithiocarbamate) 

TTFE (Ferric dimethyldithiocarbamate) 

表 l

貯蔵前の融点℃

PZ 250. 8 ~ 254. 0 

BZ 107. 0~ 109. 0 

PX 208. 2~210. 0 

ZP 227. 5~229. 8 

TTCU*8 300以上
TTFE*3 245.8以上

融点測定方法 JIS K 6201ー '76に準拠

*1恒温槽 40士2℃，密閉状態

*"ノクセラー
*3分解点を表す
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次回は，ジチオカルバミン酸塩系加硫促進剤を配合し

た未加硫ゴムの貯蔵安定性(40℃, 23℃で貯蔵）について

紹介する．
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貯蔵後の融点℃

40℃ X 3カ月間 40℃ X 6カ月間

249. 2 ~ 253. 5 250. 0 ~ 253. 4 

106. 8~ 109, 0 106. 8~ 109, O 

208.4~210. 2 208.1~210.0 

227. 2~230. 2 227. 0~230. 4 

300以上 300以
243,0以上 242.0以上

(90) 
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1. 2 貯蔵加硫促進剤*4のゴム配合物に対する影響

1. 2. 1 配 合 IR (Cariflex 307) 100, 酸化亜鉛 5' ステアリン酸 1.5,硫黄 2.5, HAFブラック40, 加硫促進

試料（貯蔵前，後）0. 5 *4 40℃ X 6カ月間貯蔵した加硫促進剤

1. 2, 2 ムーニースコーチ試験 ML-I, (l l5°C), JIS K 6300ー '74に準拠

表2

貯蔵前（製造直後）の加硫促進剤 40℃ X 6カ月間貯蔵後の加硫促進剤
加硫促進剤

V Ill /5 IJ30 V Ill 15 t~30 

PZ 35 10'10" 3'00" 34 9'50" 215011 

BZ 33 16'3011 4'20" 34 17'20" 4'10" 

PX 33 12'10" 312011 34 12'20" 3'0011 

ZP 35 II'0011 2'30" 36 1110011 2'10" 

TTCU 34 19'10" が0011 34 1710011 3'40" 

TTFE 32 915011 2'50" 33 1010011 2'50" 

1. 2. 3 レオメータ試験 SRIS 3102-'77に準拠

東洋精機製 ODRI型，振幅30,振動数 6cpm, ローター（ゅ30mm) 

貯蔵前及び貯蔵後の加硫促進剤のレオメータ加硫曲線は，図 lとほぼ一致していた．
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図 l 加硫促進剤のレオメータ加硫曲線
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1. 2. 4 引張試験

表3 JIS K 6301-'75に準拠，プレス加硫 140℃

加硫*• 貯蔵前（製造直後）の加硫促進剤 40℃ X 6カ月間貯蔵後の加硫促進剤
加硫

時間
(kgfT/cn mり

En M 300 N/500 Hs 
To 

En 1'1300 M•oo Hs 
促進剤 （分） （％） (kgf/cmり (JISA) (kgf/cmり （％） (kgf/cmり (JISA) 

PZ 13 262 640 87 187 60 263 640 87 185 59 

BZ 16 231 730 54 128 54 250 740 59 137 53 

PX 14 238 740 55 127 51 235 730 54 127 52 
ZP 16 264 670 80 174 57 271 670 82 178 57 

TTCU 13 242 480 134 65 245 490 132 65 
TTFE II 270 650 92 193 60 267 640 94 [90 60 

*6レオメータ試験(140℃)の ['c(OO) に達した時間（分） +5分とした，
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